
◎
入
学
お
め
で
と
う

４
月
６
日
（
金
）
の
午

後
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
中
学
生
８
０
名
、
高
校

生
１
０
５
名
が
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

校
長
の
式
辞
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
祝
辞
の
あ
と
、

中
学
校
代
表

清
水
理
沙
さ
ん
と
高
等
学
校
代

表

浜
原
慶
太
君
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

（
宣
誓
文
）

。

山
々
に
緑
が
芽
吹
き
桜
も
満
開
と
な
っ
た
今
日

私
た
ち
高
校
生
１
０
５
名
、
中
学
生
８
０
名
の
新

入
生
は
希
望
と
夢
を
胸
一
杯
ふ
く
ら
ま
せ
、
こ
の

安
佐
北
中
・
高
等
学
校
に
入
学
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
六
年
間
学
ん
だ
小
学
校
を
卒
業
し
、

安
佐
北
中
学
校
の
生
徒
と
し
て
、
今
こ
こ
に
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

中
学
校
生
活
で
は
、
新
し
い
仲
間
と
共
に
体
験
す

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

楽
し
い
事
や
う
れ
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
時

に
は
勉
強
の
事
で
困
っ
た
り
、
友
達
の
事
で
悩
ん

だ
り
す
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
に
は

先
生
方
や
先
輩
方
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
、
八
十

名
の
仲
間
で
力
を
合
わ
せ
て
正
面
か
ら
取
組
み
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
で
は
、
勉
強
の
内
容
は
と
て
も
深
く

な
り
、
部
活
動
で
は
精
神
的
に
も
、
体
力
的
に
も

厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
先
輩
方
が
創
っ
て
こ
ら
れ

た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
先
輩
方
を
こ
え
る
よ
う
な

学
校
を
仲
間
と
共
に
創
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
安
佐
北
中
・
高
等
学
校
の
生
徒
と

し
て
誇
り
を
持
ち
、
夢
を
諦
め
ず
に
一
歩
一
歩
歩

ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
四
月
六
日

高
等
学
校
新
入
生
代
表

浜
原
慶
太

中
学
校
新
入
生
代
表

清
水
理
沙

◎
新
し
い
学
年
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。（

）

一
学
年

学
年
主
任

加
茂
川
教
諭

社
会

１
組

小
坂
教
諭
（
国
語
）

２
組

眞
藤
教
諭
（
英
語
）

二
学
年

学
年
主
任

山
村
教
諭
（
数
学
）

１
組

土
屋
教
諭
（
理
科
）

（

）

２
組

垣
内
田
教
諭

英
語

三
学
年

学
年
主
任

村
中
教
諭
（
数
学
）

（

）

１
組

久
都
内
教
諭

理
科

２
組

水
登
教
諭
（
国
語
）

四
学
年

学
年
主
任

河
野
教
諭
（
英
語
）

１
組

栗
原
教
諭
（
英
語
）

２
組

合
原
教
諭
（
国
語
）

３
組

森
本
教
諭
（
数
学
）

４
組

上
田
教
諭
（
理
科
）

五
学
年

学
年
主
任

都
甲
教
諭
（
理
科
）

１
組

小
松
教
諭
（
国
語
）

２
組

小
林
教
諭
（
書
道
）
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３
組

加
納
教
諭
（
英
語
）

４
組

岡
谷
教
諭
（
数
学
）

５
組

飯
田
教
諭
（
公
民
）

六
学
年

学
年
主
任

渡
辺
教
諭
（
体
育
）

１
組

難
波
教
諭
（
理
科
）

２
組

赤
木
教
諭
（
数
学
）

３
組

前
平
教
諭
（
国
語
）

４
組

西
村
教
諭
（
数
学
）

５
組

舟
橋
教
諭
（
国
語
）

新
し
い
担
任
の
も
と
、
い
よ
い
よ
新
学
期
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

一
年
生
は
、
早
く
中
学

校
生
活
に
慣
れ
、
夢
と
希

望
を
共
に
育
め
る
友
人
を

た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

二
年
生
は
、
後
輩
が
で

き
ま
し
た
。
幼
さ
か
ら
脱

皮
し
、
安
佐
北
の
生
徒
と
し
て
自
覚
を
深
め
て

く
だ
さ
い
。

三
年
生
は
、
義
務
教
育
最
終
学
年
で
す
。
次

年
度
か
ら
は
自
分
の
責
任
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
高
校
生
活
に
備
え
、
中
学
校
で
学
ぶ
べ

き
基
礎
基
本
は
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
先
輩
の
開
拓
精
神
を

学
び
、
中
学
校
を
リ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

四
年
生
は
、
新
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。

互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
学
び
、
切
磋
琢
磨
し
安

佐
北
高
校
生
と
し
て
輝
い
て
欲
し
い
も
の
で

す
。五
年
生
は
、
安
佐
北
高
等
学
校
の
中
堅
と
し

て
、
特
に
生
徒
会
活
動
で
は
、
安
佐
北
中
学
校

・
高
等
学
校
生
を
リ
ー
ド
す
る
学
年
と
し
て
大

い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
は
進
路
決
定
に
向
け
て
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
と
な
り
ま
す
。
君
た
ち

の
日
々
の
活
動
で
安
佐
北
中
学
校
・
高
等
学
校

を
輝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

六
年
生
は
、
安
佐
北
中
学
校
・
高
等
学
校
の

最
高
学
年
と
し
て
、
勉
学
面
・
部
活
動
面
・
生

活
面
等
々
、
安
佐
北
の
学
校
生
活
全
般
に
お
い

て
し
っ
か
り
と
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
特
に
進
路
を
決
定
す
る
大
切
な
学

年
で
す
。
目
指
す
進
路
に
向
け
て
悔
い
の
残
ら

な
い
日
々
を
送
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
君
た

ち
の
後
に
後
輩
達
が
付
い
て
い
き
ま
す
。
胸
を

張
っ
て
笑
顔
で
卒
業
式
を
迎
え
て
く
れ
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

◎
大
学
合
格
者
の
状
況

サ
ン
デ
ー
毎
日
４
月
８
日
号
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

引
用
し
紹
介
し

ま
す
。

平
成
１
９
年
度
の
現
役
合
格
者

東
大

６
６
．
９
％

九
大

７
０
．
６
％

京
大

６
３
．
６
％

北
大

５
７
．
９
％

と
現
役
合
格
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
理

由
を

「
原
理
原
則
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う

、

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
中
学
時
代
以
降
の
普
段

の
勉
強
で
培
わ
れ
て
き
た
基
礎
的
な
学
力
が
求

」

。

、

め
ら
れ
て
い
る

と
整
理
し
て
い
ま
す

ま
た

「
東
大
合
格
者
１
２
１
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

と
し
て
多
か
っ
た
合
格
の
秘
け
つ
は

「
と
に

、

か
く

基
礎
基
本
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と

分

、

」「

か
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、

自
分
な
り
に
考
え
て
納
得
す
る
ま
で
や
る
」
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
証
言
か
ら
見
え
て
く
る
「
東

大
に
合
格
で
き
る
」
生
徒
は
、
学
校
の
授
業
を

し
っ
か
り
聞
い
て
基
礎
基
本
を
み
っ
ち
り
習
得

し
、
疑
問
を
あ
い
ま
い
に
せ
ず
、
自
分
の
力
で

問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
生
徒
と

い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
現

役
や
浪
人
に
関
係
な
く
「
学
び
グ
セ
」
の
つ
い

た
受
験
生
が
合
格
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う

」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

。
ま
さ
に
、
本
校
が
皆
さ
ん
に
求
め
て
い
る
学

び
で
あ
り
ま
す
。
中
学
校
で
学
習
の
リ
ズ
ム
を

整
え

し
っ
か
り
基
礎
基
本
を
身
に
つ
け
て

学

、

「

び
グ
セ
」
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

高
等
学
校
で
は
、
そ
の
「
学
び
グ
セ
」
を
基
盤

に
、
個
々
の
得
意
な
分
野
で
疑
問
に
挑
戦
し
、

自
分
の
力
で
解
決
し
て
い
く
学
習
を
深
め
て
行

、

、

け
ば

将
来
ど
う
い
っ
た
分
野
へ
進
出
し
て
も

伍
し
て
い
け
る
力
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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◎
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
１
８
年
度

を
持
っ
て
退
職
さ

れ
た
有
村
前
校
長

先
生
を
は
じ
め
、

離
退
任
さ
れ
た
先

生
、
着
任
さ
れ
た

先
生
は
次
の
通
り

で
す
。

退
職
校
長

有
村
憲
一
郎

主
査

山
口
義
正

離
任
教
諭

沖
森
和
人
（
国
語
）

教
諭

奥
田
耕
三
（
地
歴
・
公
民
）

教
諭

熊
田

直
（
数
学
）

教
諭

閑
田
敏
幸
（
体
育
）

教
諭

大
雲
友
規
（
理
科
）

教
諭

平
山
琢
朗
（
理
科
）

養
護
教
諭

谷
廣
俊
子

業
務
員

宮
原

悟

着
任
校
長

阿
部
修
三

教
頭

猪
原
龍
之

教
諭

種
谷
克
彦
（
国
語
）

教
諭

田
中
英
治
（
地
歴
・
公
民
）

教
諭

森
本

進
（
数
学
）

教
諭

髙
本
敏
秀
（
体
育
）

教
諭

北
口

孝
（
理
科
）

教
諭

川
谷
俊
哉
（
英
語
）

臨
時
教
諭

吉
村

守
（
理
科
）

臨
時
養
護
教
諭

中
岡
小
百
合

主
査

向
井
徳
美

臨
時
職
員

渡
辺
秀
彦
（
業
務
）

◎
安
佐
北
の
新
し
い
教
育
を
開
始
し
二
年
目

安
佐
北
の
新
し
い
教
育
を
開
始
し
て
二
年
目

を
迎
え
、
い
よ
い
よ
教
育
を
充
実
発
展
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

六
年
生
は
理
系
文
系
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
を

徹
底
し
て
行
い
、
進
路
達
成
に
向
け
て
学
年
を

あ
げ
て
邁
進
し
ま
す
。

五
年
生
は
い
よ
い
よ
類
型
別
の
ク
ラ
ス
に
よ

る
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
Ⅲ
類
型
は
週
４
日
の

７
限
授
業
と
な
り
、
学
校
で
の
学
習
時
間
数
が

増
え
て
き
ま
す
。
芸
術
な
ど
専
門
的
な
内
容
を

多
く
学
習
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

四
年
生
は
、
今
年
度
か
ら
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
伸
び
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
外
進
生

と
内
進
生
が
一
緒
に
な
る
混
合
ク
ラ
ス
で
学
習

し
ま
す
。

一
年
生
か
ら
三
年
生
は
週
３
０
時
間
の
学
習

で
基
礎
基
本
を
確
実
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
生
徒
会
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

三
月
末
か
ら
、
中
学
校
生
徒
会
の
事
業
と
し

て

「
花
の
道
」
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
正
門

、
か
ら
校
舎
に
続
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
パ
ン
ジ
ー
の

プ
ラ
ン
タ
ー
が
並
び
ま
し
た
。
今
後
、
厚
生
・

文
化
・
保
健
委
員
が
水
や
り
を
し
、
ひ
ま
わ
り

や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
て
い
く
予
定
で
す
。

「

」

毎
日
気
持
ち
よ
く
歩
け
る
廊
下
に
し
よ
う

を
目
標
に
、
三
月
に
続
き
、
四
月
も
安
佐
北
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

学
舎
を
自
分
た
ち
の
手
で
美
し
く
と
い
う
取

組
が

「
壁
塗
り
」
に
つ
づ
き
、
生
徒
た
ち
の

、

発
案
に
よ
っ
て
次
々
に
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

◎
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
か
ら
３
年
生
が
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

（

）

（

）

３
月
１
２
日

月

か
ら
３
月
２
０
日

火

ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
に

出
か
け
た
、
安
佐
北
中
学
校
３
年
生
の
希
望
者

６
７
名
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
生
徒
の
感
想
か
ら
拾
っ
て
み

ま
す
。

○
最
も
良
か
っ
た
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

１
位

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
こ
と
。
。

・
た
く
さ
ん
の
英
語
で
会
話
し
仲
良
く
な
れ
た

・
一
日
中
英
語
で
の
会
話
が
勉
強
に
な
っ
た
。
。

・
ホ
ス
ト
が
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
優
し
か
っ
た

・
カ
ナ
ダ
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
位

サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー

テ
ィ

・
自
分
た
ち
の
文
化

を
発
表
で
き
る
良

い
機
会
だ
っ
た
。

・
ホ
ス
ト
に
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
こ

と
が
で
き
た
。

３
位

室
内
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

・
日
本
で
は
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
で

き
た
。
達
成
感
が
あ
っ
た
。

・
係
り
の
人
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
た
。

○
驚
い
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
か
ら
一
部
抜
粋

・
何
も
か
も
ビ
ッ
ク
な
こ
と
。
食
事
の
量
も
多

い
し
、
バ
タ
ー
は
バ
ケ
ツ
の
よ
う
な
容
器
に

た
っ
ぷ
り
と
入
っ
て
い
た
。

・
夕
食
時
間
が
早
い
。
そ
の
為
夜
お
な
か
が
す

く
。

・
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
お
礼
を
言
っ
て
い
た
。

・
休
日
の
過
ご
し
方
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
日
本

と
違
う
こ
と
ば
か
り

で
、
世
界
に
は
本
当

に
様
々
な
生
活
ス
タ

イ
ル
や
文
化
が
あ
っ

て
狭
い
視
野
で
は
い

け
な
い
な
あ
と
思
っ

た
。

・

あ
り
が
と
う
」
や

「「
す
み
ま
せ
ん
」
を
一
回
一
回
き
ち
ん
と
言

う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

・
文
法
が
間
違
っ
て
い
て
も
必
要
な
単
語
が
言

え
、
伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
何
と
か
通

じ
る
！
！
大
切
な
の
は
表
情
を
見
る
こ
と
や

ハ
ー
ト
だ
と
感
じ
た
。

・
日
本
車
が
多
く

日
本
を
身
近
に

感
じ
た
。

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
本
当
に

よ
く
し
て
も
ら

っ
た
し
、
本
当

の
家
族
に
な
れ

た
気
が
し
た
。

・
学
校
で
習
う
文
法
は
大
切
だ
け
ど
、
話
す

な
ら
イ
エ
ス
と
ノ
ー
か
ら
だ
な
ぁ
と
思
っ

た
。
動
詞
を
も
っ
と
知
っ
て
お
く
べ
き
だ

っ
た
。

生
徒
た
ち
は
９
日

間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
多
く
の
事
を
感

じ
、
学
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
主
催
し
て
い

た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

感
謝
で
す
。

◎
４
月
２
１
日
（
土
）
は
授
業
参
観
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

１
限

８
：
５
０
～
９
：
４
０

２
限

９

（

）
、

（

：
５
０
～
１
０
：
４
０
）
は
、
授
業
を
参
観
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
方
々
も
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
お
越
し
下
さ
い
。
ま
た
、
他
学

年
の
授
業
も
ど
う
ぞ
参
観
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
◎
安
佐
北
中
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏

会

４
月
２
９
日
（
日
）
午
後
２
時
（
１
時
半
開

場
）
か
ら
、
本
校
講
堂
で
定
期
演
奏
会
を
開
き

ま
す
。
一
般
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。
ご
来
校。

頂
き
、
吹
奏
楽
部
の
活
動
を
み
て
く
だ
さ
い

（

了

）

学 校 だよ り ■ 第 ７４ 号


